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６
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会
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会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

６月
定例会

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

国
保
税
等
減
免

国
保
税
等
減
免

国
省
庁
に
意
見
書
を
提
出

国
省
庁
に
意
見
書
を
提
出

　

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

を
６
月
11
日
か
ら
12
日
ま
で

の
２
日
間
の
会
期
で
開
き
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
５
人
の
議

員
が
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
創
出
、

タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
手
続
き
、

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
、

町
の
入
札
執
行
状
況
、
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
を
活
か
し
た
地

域
経
済
な
ど
に
つ
い
て
、
町

の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

町
提
出
議
案
は
10
件
で
、

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
、

工
事
請
負
契
約
書
の
締
結
、

令
和
８
年
度
６
月
補
正
予
算

な
ど
を
審
議
し
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
島
県
教
職
員
組

合
よ
り
提
出
の
あ
っ
た
陳
情

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
関
係
省

庁
の
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

す
る
発
議
案
が
提
出
さ
れ
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
被
災

者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
介
護
保
険
の
一
部
負
担
金
及
び
保
険
税

（
料
）
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
に
お
け
る
国

の
財
政
支
援
に
よ
る
減
免
措
置
を
講
じ
る
た
め

の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
教
職
員
組
合
よ
り
提
出
の
あ
っ
た
陳
情
の
趣
旨
に

賛
同
し
、
関
係
省
庁
の
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

（
意
見
の
内
容
）

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ

て
経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
の

就
学
・
修
学
を
保
障
す
る

た
め
、
令
和
９
年
度
に
お

い
て
も
、
全
額
国
費
で
支

援
す
る
「
被
災
児
童
生
徒

就
学
支
援
等
事
業
（
就
園

支
援
、
学
校
用
品
等
援
助
、

通
学
支
援
、
奨
学
金
支
援
、

就
学
奨
励
、
授
業
料
免
除

な
ど
）」
の
継
続
と
、
十

分
な
就
学
支
援
に
必
要
な

予
算
確
保
を
行
う
こ
と
。 

（
意
見
書
提
出
先
）

　

復
興
大
臣

　
　

牧
野　

京
夫　

殿

　

文
部
科
学
大
臣

　
　

松
本　

洋
平　

殿

　

総
務
大
臣

　
　

林　

芳
正　

殿

　

財
務
大
臣

　
　

片
山　

さ
つ
き　

殿

「
被
災
児
童
生
徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続

と
、
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就
学
支
援
を
求

め
る
意
見
書

※上位所得層
・国民健康保険では、基準所得を合算した額が600万円を超える世帯。
・後期高齢者医療では、基礎控除後の総取得金額等を合算した額が600万円を超える世帯。
・介護保険では、合計所得金額が633万円以上の個人。
※１　上位所得層を除く

空調設備　施工前 空調設備　施工後

住所を有していた区域等 一部負担金 保険税（料）

帰還困難区域等令和７年度までに避難指示等が解除
されていない区域
（南相馬市の一部、富岡町の一部、大熊町の一部、 双葉
町の一部、浪江町の一部、葛尾村の一部、飯舘村の一部）

全額 全額

以下の区域を除く令和６年度までに避難指示等が解
除された区域

（川俣町の一部、富岡町の一部、大熊町の一部、双
葉町の一部、浪江町の一部、 葛尾村の一部、 飯舘村
の一部）

全額
※１

全額
※１

平成29年中に指定が解除された避難指示解除準備
区域及び居住制限区域
（富岡町の一部、浪江町の一部、飯舘村の一部、川俣町）

全額
※１

10分の5
※１

平成28年中に指定が解除された避難指示解除準備
区域及び居住制限区域
（川内村の一部、葛尾村の一部、南相馬市の一部）

全額
※１

減免なし

旧緊急時避難準備区域及び平成27年12月31日まで
に指定が解除された避難指示解除準備区域
（広野町の全域、田村市の一部、南相馬市の一部、楢葉
町の全域、川内村の一部）

免除なし 減免なし

特定避難勧奨地点 免除なし 減免なし

農
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設
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産
物
加
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設

空
調
設
備
改
修
工
事

空
調
設
備
改
修
工
事

こ
ど
も
子
育
て
支
援

こ
ど
も
子
育
て
支
援

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
可
決

 

当
該
施
設
の
管
理
者
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
に
限

定
し
て
い
た
規
定
を
見
直
す
た
め
、
所
要
の
改
正
を
提

案
し
ま
し
た
。

 

２
０
２
２
年
１
月
に
基
本
方
針
を
定
め
た
「
広
野
町

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
行
政
施
設
に

お
け
る
脱
炭
素
を
率
先
し
て
行
う
こ
と
で
、
町
民
や
事

業
者
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
脱
炭
素
の
意
識
を
高
め
、
マ

イ
カ
ー
や
住
宅
等
、
幅
広
い
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
軽
減

の
取
組
へ
の
波
及
を
図
る
た
め
、
庁
舎
空
調
機
を
更
新

す
る
も
の
で
す
。

工
事
名
称　

広
野
町
役
場
新
庁
舎

　
　
　
　
　

空
調
設
備
改
修
工
事
（
Ⅱ
期
） 

工
事
場
所　

下
北
迫
字
苗
代
替
地
内

工　
　

期　

着
工　

令
和
８
年
６
月
13
日

　
　
　
　
　

完
成　

令
和
９
年
２
月
26
日

請
負
代
金　

１
億
３
６
４
０
万
円

受

注

者  

北
関
東
空
調
工
業
株
式
会
社

 

令
和
８
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
賦
課
す
る
に
あ

た
り
、
税
率
の
変
更
及
び
軽
減
額
の
改
定
に
加
え
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
子
ど
も

子
育
て
支
援
金
分
の
賦
課
を
令
和
８
年
度
か
ら
開
始
す

る
た
め
の
所
要
の
改
正
を
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
の
加
工
施
設
活
用
方
法
は
？

質疑質疑

最
低
制
限
価
格
制
度
導
入
に

つ
い
て
ど
う
思
う
の
か
？

質疑質疑

最
低
制
限
価
格
値
の
算
出
方
法
は
？

質疑質疑

　

今
回
見
直
し
を
し
た
こ

と
で
農
産
物
加
工
施
設
は

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
き
ま
す
か
？

　

今
年
度
か
ら
導
入
し
た

最
低
制
限
価
格
制
度
に
つ

い
て
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？

　

最
低
制
限
価
格
値
は
ど

の
よ
う
に
算
出
し
て
い
ま

す
か
？

　

諸
経
費
そ
れ
ぞ
れ
に
数

値
を
か
け
て
算
出
し
て
い

ま
す
か
？

遠
藤
　
浩 

議
員

高
木
　
光
雄 

議
員

西
本
　
久
雄 

議
員

　

今
後
の
活
用
方
法
に
つ

い
て
は
、
生
産
者
の
方
々

に
よ
る
組
合
を
立
ち
上
げ

て
加
工
販
売
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
入
札
で
は
、
制

度
導
入
に
つ
い
て
公
表
し

た
中
で
、
最
低
制
限
価
格

を
下
回
る
業
者
も
い
た
が

慎
重
な
積
算
が
行
わ
れ
た

結
果
だ
と
考
え
ま
す
。

　

福
島
県
の
基
準
に
な
ら

い
積
算
し
て
お
り
、
諸
経

費
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ

に
率
を
か
け
て
算
出
し
、

合
算
さ
せ
た
予
定
価
格
の

75
％
か
ら
92
％
の
範
囲
で

計
算
し
た
価
格
を
最
低
制

限
価
格
と
し
て
お
り
ま
す
。

黒
田 

農
業
振
興
課
長

小
松 

町
長

遠
藤 

総
務
課
長


